
著
者
鈴
木
輝
夫
（
春
日
電
機
側
）

監

修

二

津

正

行

基
礎

プラスチックス・工ージ

E
S
D
コi
ザ
イ
ネ

l
タ
の
た
め
の

静
電
気
対
策
基
礎
シ
リ
ー
ズ
①



2 

「

E
S
D

ー
デ
ィ
ネ
i
タ
の
た
め
の
静
電
気
対
策
基
礎
シ
リ
ー
ズ
」
序
文

日
々
、
変
化
し
、
進
化
し
続
け
る
最
先
端
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
は
、
従
来
で
は
、
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
ま
で
、
多
種
多
様
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
中
心

と
な
る
電
子
・
電
気
部
品
や
装
置
は
、
微
細
化
、
高
速
化
、
高
密
度
化
が
進
み
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
従
来
で
は
、
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
微
小
な
静
電
気
の
放
電
（

E
S
D
）
へ
の
耐
性
も
著

し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
部
品
の
製
造
や
実
装
工
程
で
の

E
S
D
対

策
は
、
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
日
本
電
子
部
品
信
頼
性
セ
ン
タ
ー
（

R
C
J）
は
、
実
装
工
程
に
お
け
る
電

子
デ
バ
イ
ス
の

E
S
D
対
策
の
普
及
が
、
非
常
に
重
要
と
考
え
、
国
際
規
格
を
基
に
し
、
日
本
の

接
地
環
境
に
適
応
し
た

E
S
D
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
（
同
心
中
日
i
H
）
を
策
定
し
、
こ
の
標
準
の

普
及
の
た
め
に
、

E
S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（

E
S
D
管
理
技
術
者
）
の
育
成
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
日
年
間
の
実
績
と
し
て
、

8
0
0名
以
上
の

E
S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
資
格
認
証
を
行

い
、
日
本
に

E
S
D
管
理
技
術
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

E
S
D
管
理
技
術
は
、

E
S
D
保
護
院
域
（

E
P
A
）
の
構
築
、

E
P
A
内
で
の
人
体
接
地
の

構
築
（
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
床
／
靴
シ
ス
テ
ム
な
ど
て

E
P
A
内
で
使
用
す
る

E
S
D
管
理
用
ア

イ
テ
ム
（
衣
類
、
靴
、
作
業
表
面
な
ど
）
の
選
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
作
業
員
の

教
育
・
訓
練
、
管
理
シ
ス
テ
ム
の
維
持
の
た
め
の
監
査
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
面
の
確
立
も
重

要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
に
わ
た
る

E
S
D
管
理
技
術
の
理
解
の
助
け
と
す
る
た
め
、
「

E

S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
た
め
の
静
電
気
対
策
基
礎
シ
リ
ー
ズ
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
o

E
S
D
管
理
の
実
際
に
つ
い
て
、
原
点
に
た
っ
て
平
易
に
解
説
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
静
電
気
の
基
礎
」
か
ら
始
ま
り
、
「
静
電
気
対
策
の
手
法
と
評
価
」
、
「
静
電
気
管
理
用
衣
服
、
靴
」
、

「
イ
オ
ナ
イ
ザ
」
等
を
テ

l
マ
と
し
た
基
礎
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

2
0
1
6
年
ロ
月

［
（
一
財
）

二

津

正

行

日
本
電
子
部
品
信
頼
性
セ
ン
タ
ー
（
R
C
J）］

3 
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①
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縁
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臼

①
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②
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物
体
を
帯
電
さ
せ
る
過
剰
電
帯
の
分
布

①
帯
電
し
た
導
体
球
の
電
荷
分
布

ω

②
導
体
表
面
で
は
、
導
体
表
面
電
位
が
等
電
位
に
な
る
よ
う
に
電
荷
は
分
布
す
る

③
導
体
表
面
に
電
位
分
布
が
発
生
し
た
ら
臼

人
体
の
電
荷
分
布

ω

①
人
体
の
電
荷
分
布

mm

②
人
体
の
電
荷
分
布

m

基
板
の
部
分
帯
電
に
よ
る
導
体
の
電
荷
分
布

η

①
基
板
の
部
分
帯
電
に
よ
る
導
体
の
電
荷
分
布
日

②
基
板
の
部
分
帯
電
に
よ
る
導
体
の
電
荷
分
布
町
内

帯
電
し
た
作
業
者
が
絶
縁
性
グ
リ
ッ
プ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
持
っ
た
と
き
の
放
電

帯
電
し
た
作
業
者
が
持
っ
た
ド
ラ
イ
バ
か
ら
の
静
電
気
放
電
の
等
価
回
路

78 

58 

6 

62 

12 13 14 

80 

15 

工
程
内
で
の
メ
タ
ん
コ
ン
タ
ク
ト

E
S
D
の
発
生
例

82 
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力
学
現
象
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の
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電
気
放
電
鉛

①
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放
電
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∞

②
パ
ッ
シ
エ
ン
の
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則

③
コ
ロ
ナ
放
電
位

④
ブ
ラ
シ
放
電
悦

⑤
二
重
層
電
荷
の
放
電
（
沿
面
放
電
）
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放
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
算
出

ω
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電
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に
よ
る
力
学
現
象
附

①
静
電
気
に
よ
る
力
学
作
用
の
種
類
問

②
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ル
事
例
（
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電
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体
の
付
着
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③
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着
）

7 

85 

90 

96 

106 104 



第
3
章

静
電
気
対
策
・
・
・
・
・
．

絶
縁
体
と
導
体
の
接
地
対
策
の
効
果
山

静
電
気
対
策
（
導
体
（
抵
抗
体
）
の
接
地
対
策
）

①
電
荷
減
衰
と
漏
洩
抵
抗
の
関
係
国

②
R
C
J
S
の
一
般
要
求
事
項

m

人
体
の
対
策
（
リ
ス
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
み
）

①
人
体
の
対
策
（
導
電
性
床
の
み
）
凶

②
人
体
の
対
策
（
静
電
靴
の
み
）
出

作
業
者
の
静
電
気
対
策
の
考
え
方
凶

①
作
業
者
の
静
電
気
対
策
の
考
え
方

3 

静
電
気
に
よ
っ
て
発
生
す
る
災
害
・
樟
害
問

①
静
電
気
に
よ
っ
て
発
生
す
る
災
害
・
障
害

②
人
体
の
帯
電
電
位
と
電
撃
山

110 

2 3 

122 

4 

126 

5 

②
作
業
者
の
静
電
気
対
策
の
考
え
方
四

③
靴
下
の
種
類
と
漏
洩
抵
抗
、
床
の
漏
洩
抵
抗

m

帯
電
デ
バ
イ
ス
の
対
策
、
火
花
放
電
を
を
避
け
る

m

①
対
策
一
電
荷
を
ゆ
っ
く
り
逃
が
す
静
電
マ
ッ
ト
の
使
用

②
対
策
一
導
電
性
材
料
の
ト
レ
イ
を
使
用
問

③
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
帯
電
し
た
デ
バ
イ
ス
か
ら
の
放
電

不
導
体
の
帯
電
妨
止
問

①
柑
対
湿
度
と
表
面
抵
抗
の
関
係

ω

②
相
対
湿
度
と
繊
維
の
帯
電
量
凶

③
作
業
者
の
帯
電
電
位
測
定
例
（
相
対
湿
度
の
影
響
）

④
極
性
溶
剤
の
添
加
に
よ
る
導
電
率
増
加
山

⑤
イ
オ
ナ
イ
ザ
の
種
類
、
特
徴
及
び
用
途
凶

⑥
電
圧
印
加
式
イ
オ
ナ
イ
ザ
の
除
電
原
理
出

⑦
自
己
放
電
式
イ
オ
ナ
イ
ザ
の
除
電
原
理
凶

6 

8 

118 

132 

136 
142 

9 
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印
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